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気
功
は
一
生
の
生
命
体
験
で
す
。 

 

一
、
気
功
は
人
体
科
学
だ
け
で
は
な
く
、
治
療
技

術
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
新
し
い
生
命
の
体
験

方
法
で
す
。
人
生
に
お
い
て
実
践
す
べ
き
も
の
で

す
。 

 

二
、
気
功
は
無
限
の
宇
宙
と
有
限
の
生
命
の
平
衡

を
探
求
す
る
も
の
で
す
。 

 

１
、
気
功
で
解
決
し
た
い
こ
と
は
有
限
の
生
命
個

体
と
生
生
不
息
の
無
限
な
宇
宙
と
の
間
の
矛
盾
で

す
。 

 
空
間
の
と
こ
ろ
か
ら
見
る
と
個
体
生
命
と
宇
宙

万
物
は
水
滴
と
滄
海
ほ
ど
の
違
い
が
あ
り
ま
す
。 

時
間
か
ら
見
る
と
人
類
は
生
生
滅
滅
で
す
。
で
も

生
活
し
て
い
る
世
界
は
永
生
永
在
で
す
。
そ
れ
に

対
し
て
は
人
類
の
心
理
は
と
て
も
不
平
衡
で
す
。

納
得
で
き
な
い
こ
と
で
す
。
ど
う
や
っ
て
無
限
の

宇
宙
と
同
じ
に
な
れ
る
か
、
そ
れ
が
気
功
の
仙
人

思
想
意
識
で
す
。 

 

２
、
西
洋
の
分
析
法
で
は
自
然
は
人
類
が
探
索
す

る
相
手
と
し
て
認
識
し
ま
す
。
自
然
の
規
律
を
発

見
し
て
、
そ
れ
を
利
用
し
、
人
類
に
活
用
し
ま
す
。 

深
く
近
く
自
然
を
理
解
す
る
。
そ
れ
は
西
洋
科
学

観
と
言
え
ま
す
。 

 

三
、
中
国
哲
学
観 

 

１
、
整
体
観
念
は
世
界
の
す
べ
て
に
対
し
て
整
体

的
に
統
一
的
に
把
握
し
ま
す
。
決
し
て
自
然
と
対

立
し
ま
せ
ん
。
自
分
自
身
と
自
然
は
同
一
、
統
一
、

完
璧
の
和
諧
な
の
で
す
。 

 

２
、
気
功
練
功
の
中
で
生
死
、
物
我
、
同
一
の
境

界
を
体
験
し
ま
す
。 

 

人
類
個
体
は
時
間
と
空
間
の
限
り
を
超
越
し
て

宇
宙
と
一
体
融
合
し
ま
す
。 

 

３
、
練
功
の
目
標
は
練
功
し
な
が
ら
漸
々
深
い
体

験
が
出
て
き
て
知
識
の
幅
が
広
く
な
り
、
人
生
を

悟
り
、
天
地
宇
宙
と
一
体
化
し
て
仙
人
に
な
る
こ

と
で
す
。 

 

４
、
生
命
を
“
草
木
枯
栄
、
万
物
興
衰
”
と
認
識

し
ま
す
。
そ
れ
は
天
地
宇
宙
の
規
律
で
す
。
人
類

は
天
地
宇
宙
の
一
部
で
生
死
は
同
一
の
も
の
で
す
。

“
宇
宙
の
目
”
が
心
の
中
に
生
ま
れ
、
身
は
社
会

生
活
の
中
に
浮
き
沈
み
、
心
も
静
観
の
中
に
浮
い

て
は
沈
み
ま
す
。
奔
騰
不
息
の
生
命
の
流
れ
の
中

に
融
入
し
ま
す
。 
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５
、
過
去
を
認
識
す
る
。 

 
記
憶
の
中
で
過
去
は
美
化
さ
れ
る
こ
と
が
多
い

で
す
。
し
か
し
過
去
は
過
去
で
す
。
私
た
ち
は
現

在
が
将
来
は
過
去
に
な
る
こ
と
が
見
え
て
い
ま
す
。

で
す
か
ら
今
日
の
生
活
を
も
っ
と
大
事
に
し
て
豊

満
で
寧
静
、
幸
福
、
微
笑
み
の
毎
日
を
過
ご
す
こ

と
で
す
。
そ
れ
が
全
て
将
来
に
美
妙
の
記
憶
と
な

り
ま
す
。
今
日
と
同
じ
日
は
二
度
と
繰
り
返
す
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
美
酒
を
飲
み
、
美

し
く
舞
う
よ
う
な
生
活
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

四
、
理
性
と
直
感
の
平
衡
を
重
建
す
る
。 

 

１
、
言
葉
が
出
来
る
前
に
人
類
は
自
分
自
身
の
生

命
で
自
然
と
会
話
し
て
い
ま
し
た
。
心
身
の
体
験

で
自
然
を
理
解
し
て
い
ま
し
た
。 

 

言
葉
、
数
字
、
符
号
が
出
来
る
と
自
然
万
物
は

実
在
の
状
態
か
ら
抽
象
化
さ
れ
ま
し
た
。
名
詞
概

念
が
数
字
や
符
号
に
な
り
ま
し
た
。
人
類
の
認
識

も
低
い
所
か
ら
直
感
出
来
な
い
ほ
ど
遥
か
な
峰
の

よ
う
な
所
ま
で
行
き
ま
し
た
。 

 

人
類
の
文
明
は
大
幅
に
進
歩
し
ま
し
た
。
文
明

の
発
展
の
副
作
用
は
感
覚
を
退
化
さ
せ
ま
し
た
。

人
類
は
漸
々
、
機
界
言
語
世
界
の
霧
の
中
に
迷
失

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

色
々
な
分
野
で
概
念
の
シ
ス
テ
ム
を
作
り
ま
し

た
。
言
語
文
字
の
上
で
激
し
く
争
論
し
ま
し
た
。

そ
し
て
真
理
が
見
え
な
く
な
り
ま
し
た
。
思
想
で

の
听
、
見
、
感
、
味
と
な
り
、
身
で
听
、
見
、
感
、

味
を
体
験
す
る
こ
と
を
忘
れ
ま
し
た
。
人
類
の
本

能
は
退
化
し
ま
し
た
。 

 

２
、
現
代
理
性
が
あ
る
時
、
そ
れ
は
ズ
ボ
ン
を
は

い
た
猿
の
よ
う
で
す
。
ズ
ボ
ン
は
社
会
の
倫
理
、

道
徳
の
よ
う
な
も
の
で
す
。
猿
は
ズ
ボ
ン
を
は
く

と
自
分
は
人
間
に
な
っ
た
と
勘
違
い
し
ま
す
。
社

会
倫
理
を
守
る
抽
象
事
物
に
な
り
ま
し
た
。
長
く

続
け
る
と
自
分
は
猿
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
ズ
ボ
ン
が
自
分
自
身
と
思
い
ま
す
。 

 

３
、
現
代
理
性
の
副
作
用
は
真
実
世
界
の
感
覚
を

忘
れ
ま
し
た
。
人
類
は
漸
々
真
実
と
離
れ
ま
す
。 

 

現
代
科
学
に
お
い
て
自
然
は
探
索
、
征
服
の
対

象
に
な
り
ま
す
。
こ
の
方
式
で
自
分
自
身
を
認
識

す
る
時
、
人
類
は
真
実
の
自
分
で
は
な
く
、
思
い

の
中
の
自
分
に
な
り
ま
す
。 

 

４
、
原
始
気
功
に
つ
い
て 

デ
ィ
ス
コ
の
ル
ー
ツ
を
辿
る
と
元
は
ア
フ
リ
カ 

の
原
始
舞
踊
で
す
。
世
間
に
発
表
さ
れ
る
と
す
ぐ 

に
文
明
社
会
に
広
が
り
ま
し
た
。
飛
速
で
普
及
し 

ま
し
た
。 

人
類
が
自
然
を
崇
尚
す
る
こ
と
は
本
性
で
す
。 

老
子
の
言
葉
に
「
絶
聖
棄
智
」
大
智
慧
者
は
“
智
”

が
見
え
ま
せ
ん
。
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
と

て
も
自
然
な
在
り
方
で
す
。
仙
人
の
根
は
大
地
の

気
に
一
番
近
い
の
で
す
。
気
功
は
現
代
文
明
と
自

然
の
本
性
を
つ
な
ぐ
唯
一
の
糸
と
言
え
ま
す
。 

 

五
、
も
う
一
つ
の
事
物
の
認
識
方
法
を
獲
得
す
る 

 

１
、
私
は
７
歳
か
ら
気
功
を
始
め
ま
し
た
。 

 

初
め
て
の
気
功
体
験
は
身
が
熱
く
な
っ
た
こ
と

で
す
。
私
は
先
生
に
「
と
て
も
身
が
熱
く
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
で
い
い
で
す
か
。」
と
尋
ね
ま
し
た
。 

先
生
は
黙
っ
て
軽
く
頭
を
横
に
振
り
ま
し
た
。
再

び
入
静
状
態
に
入
り
ま
し
た
。
身
が
軽
く
な
っ
て

飛
ん
で
い
る
よ
う
な
感
じ
で
す
。「
身
が
軽
く
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
で
い
い
で
す
か
。」
と
先
生
に
尋
ね

ま
し
た
。
先
生
は
頭
を
横
に
振
り
ま
し
た
。
再
入

静
を
続
け
ま
す
。
先
生
は
毎
回
頭
を
横
に
振
る
ば

か
り
で
す
。 

 

一
年
後
、
何
も
聞
か
ず
、
何
も
思
わ
ず
入
静
状

態
に
入
る
と
言
葉
で
は
表
現
で
き
な
い
状
態
に
入

り
ま
し
た
。
先
生
は
笑
顔
で
う
な
ず
い
て
下
さ
い

ま
し
た
。 

 

２
、
気
功
で
認
識
す
る
方
法
は
一
般
的
に
認
識
す

る
方
法
と
ち
が
い
ま
す
。 

普
通
の
認
識
思
想
は
自

分
と
認
識
す
る
も
の
を
分
け
ま
す
。
そ
れ
は
相
手

で
あ
り
、
対
立
す
る
存
在
で
あ
り
、
自
分
の
目
の

前
に
置
き
ま
す
。
気
功
の
方
法
で
認
識
す
る
の
は

物
の
中
に
融
合
す
る
よ
う
に
入
っ
て
い
き
ま
す
。

私
が
先
生
に
自
分
の
感
じ
た
こ
と
を
尋
ね
た
時
に



先
生
が
頭
を
横
に
振
る
理
由
は
私
が
ま
だ
感
じ
た

物
の
外
に
い
た
か
ら
で
す
。
中
に
進
入
し
て
い
な

か
っ
た
の
で
す
。
私
が
感
じ
た
の
は
物
の
表
象
と

言
い
ま
す
。
真
実
を
完
璧
に
認
識
し
て
い
な
い
の

で
す
。
こ
と
の
本
身
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
の
の

中
に
進
入
す
る
こ
と
は
と
て
も
大
切
で
す
。
信
じ

る
と
か
信
じ
な
い
と
い
う
レ
ベ
ル
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
れ
は
も
の
の
外
に
立
っ
て
の
認
識
で
す
。 

 

３
、
入
静
は
直
接
物
の
内
部
世
界
に
入
り
ま
す
。 

気
功
的
に
花
を
見
る
方
法
は
目
で
見
る
よ
り
花
に

な
る
こ
と
で
す
。
自
分
と
花
の
区
切
り
を
取
り
除

い
て
花
に
溶
け
て
行
き
ま
す
。
花
の
よ
う
に
咲
き

ま
す
。
花
と
一
緒
に
光
や
雨
を
受
け
ま
す
。
花
と

会
話
し
、
花
の
す
べ
て
の
秘
密
を
知
り
ま
す
。
喜

び
苦
し
み
を
知
り
ま
す
。 

 

こ
の
方
法
で
花
か
ら
宇
宙
ま
で
知
る
こ
と
が
出

来
ま
す
。
自
分
の
本
心
も
認
識
し
ま
す
。
こ
れ
が

気
功
の
認
識
方
法
で
す
。 

 

４
、
現
代
社
会
は
人
と
自
然
が
漸
々
離
れ
て
き
て

い
ま
す
。
真
実
自
我
の
認
識
の
貧
困
感
か
ら
ス
ト

レ
ス
と
不
安
が
生
ま
れ
ま
す
。
現
代
病
も
発
生
し

ま
し
た
。
人
類
の
健
康
の
目
標
は
十
分
で
完
善
に

自
身
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
で
す
。
そ
れ
に
対
し
て

気
功
の
方
法
は
最
善
の
方
法
で
す
。 

  

六
、
気
功
学
で
は
人
と
自
然
は
一
つ
の
整
体
で
す
。 

 
 

人
と
自
然
の
和
諧
同
一
は
宇
宙
万
物
の
特
定
本

性
で
発
展
し
ま
す
。
自
然
の
規
律
で
す
。 

 

現
代
科
学
技
術
の
発
展
の
為
、
自
然
環
境
の
破

壊
が
日
増
し
に
厳
し
い
状
況
で
す
。
人
類
の
生
存

発
展
は
環
境
悪
化
を
招
き
ま
し
た
。
自
然
の
気
を

守
る
こ
と
は
人
類
生
存
の
源
で
す
。 

 

科
学
の
進
歩
は
人
類
の
認
識
が
深
く
進
化
し
て

い
く
こ
と
と
離
れ
ま
せ
ん
。
人
体
生
命
科
学
は
各

種
科
学
の
研
究
の
峰
に
立
ち
ま
す
。 

 

人
類
は
思
想
認
識
の
境
界
を
突
破
出
来
な
い
と

科
学
の
発
展
は
空
話
と
な
り
ま
す
。
気
功
は
生
命

の
認
識
、
智
力
の
開
発
に
完
璧
な
理
論
と
修
練
の

シ
ス
テ
ム
を
持
っ
て
い
ま
す
。
生
命
科
学
研
究
の

良
好
な
基
礎
で
す
。 

 

宇
宙
を
認
識
し
、
自
身
を
認
識
す
る
に
は
現
在

有
る
意
識
方
法
だ
け
で
は
足
り
ま
せ
ん
。
潜
在
意

識
の
レ
ベ
ル
に
入
ら
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
自

身
の
潜
在
状
態
に
深
く
進
入
し
て
、
新
し
い
自
分

自
身
を
認
識
し
ま
す
。
自
身
と
自
然
の
合
一
で
生

命
の
真
実
が
は
っ
き
り
見
え
て
き
ま
す
。
練
功
の

外
在
の
能
力
で
は
な
く
、
自
分
が
本
来
持
っ
て
い

る
能
力
の
開
発
で
す
。 

人
は
益
々
積
極
的
に
な
り
ま
す
。
も
っ
と
円
満

快
楽
な
生
活
を
す
る
こ
と
で
生
命
力
は
ず
っ
と
最

佳
の
状
態
を
続
け
ま
す
。 

 

気
功
は
独
立
し
て
存
在
す
る
も
の
で
は
な
く
、

全
人
類
の
文
化
と
融
合
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

自
然
の
規
律
を
守
り
な
が
ら
東
西
文
化
の
調
整
と

発
展
の
た
め
に
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。 

  趙
光
宗
師
と
于
雷
気
功 

  

西
苑
医
院
気
功
科
は
１
９
５
９
年
に
創
立
さ
れ
、

５
０
余
年
の
歴
史
を
持
っ
て
い
ま
す
。
気
功
科
の

設
立
は
、
元
毛
沢
東
の
保
健
気
功
師
、
劉
貴
珍
氏

の
気
功
医
療
に
起
因
し
ま
す
。
中
国
衛
生
部
が
、

当
時
気
功
医
療
が
存
在
し
て
い
た
中
国
中
医
科
学

院
西
苑
医
院
に
気
功
科
設
立
の
立
案
を
し
、
気
功

科
設
立
を
押
し
進
め
、
１
９
５
９
年
に
気
功
科
が

設
立
さ
れ
ま
し
た
。 

 

西
苑
医
院
気
功
科
の
第
一
大
師
は
、
趙
光
宗
師

(

于
雷
師
の
師)

で
す
。
趙
光
先
生
の
家
は
た
い
そ

う
貧
し
く
、
幼
少
期
は
病
弱
な
少
年
で
し
た
。
先

生
の
兄
弟
は
皆
３
５
歳
に
な
る
前
に
病
気
で
亡
く

な
り
ま
し
た
。
先
生
自
身
も
何
歳
ま
で
生
き
ら
れ

る
か
と
、
不
安
な
日
々
を
送
ら
れ
た
そ
う
で
す
。 

 

２
０
歳
の
と
き
下
痢
を
患
い
、
長
期
間
治
療
し
て

も
よ
く
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
と
き
一
人
の

友
人(

そ
の
後
兄
弟
子
に
な
る)

に
出
会
い
、
気
功

を
勧
め
ら
れ
ま
し
た
。
友
人
の
師
は
、
今
の
治
療

を
全
て
放
棄
し
、
気
功
の
練
功
だ
け
す
る
よ
う
に

助
言
し
ま
し
た
。
練
功
の
効
果
は
大
き
く
病
気
は



良
く
な
り
、
趙
光
先
生
の
心
に
は
気
功
へ
の
強
い

興
味
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
儒
家
、
仏
家
、

道
家
の
名
師
を
歴
訪
し
、
謙
虚
に
教
え
を
請
い
、

一
代
の
大
師
に
な
ら
れ
ま

し
た
。  

 

外
気
は
昔
か
ら
行
わ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
２
５
０

０
年
前
に
応
用
の
記
述
が

あ
り
ま
す
。
最
初
の
外
気

は
皇
家
保
健
院
、
皇
帝
家

族
保
健
寺
、
道
観
、
同
じ

流
派
、
師
匠
と
弟
子
の
間

の
交
流
等
、
小
規
模
で
使

う
技
術
で
し
た
。 

 

１
９
８
０
年
代
、
気
功

科
の
外
気
技
術
は
全
国
に

普
及
し
、
中
国
だ
け
で
な

く
全
世
界
に
亘
る
大
規
模

な
中
国
医
療
行
為
に
な
り

ま
す
。 

 

１
９
８
５
年
、
于
雷
師

が
気
功
科
に
勤
務
す
る
よ

う
に
な
り
、
趙
光
宗
師
と

共
に
外
気
技
術
の
開
発
を

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

外
気
技
術
は
、
相
手
と
接
触
す
る
こ
と
な
く
病
気

を
診
断
し
治
療
す
る
も
の
で
、
外
気
療
法
と
も
い

い
ま
す
。
趙
光
宗
師
と
于
雷
師
に
よ
っ
て
行
わ
れ

た
外
気
療
法
は
、
気
功
外
気
の
物
理
学
、
生
物
化

学
、
生
理
学
の
臨
床
研
究
も
行
わ
れ
た
気
功
科
の

主
治
療
法
で
す
。
国
内
外
の
新
聞
や
雑
誌
は
、
外

気
療
法
を
紹
介
し
、
現
代
気

功
傑
出
の
た
め
の
大
き
な

貢
献
だ
と
絶
賛
し
ま
し
た
。 

 

８
０
年
代
末
、
ハ
ー
バ
ー

ド
大
学
な
ど
の
名
校
も
気

功
科
を
訪
れ
、
ア
メ
リ
カ
や

日
本
の
テ
レ
ビ(

Ｎ
Ｈ
Ｋ)

な
ど
も
外
気
治
療
の
報
道

を
し
ま
し
た
。
于
雷
師
は
外

国
人
に
対
し
て
の
気
功
教

育
、
授
業
、
治
療
の
全
過
程

に
参
加
し
、
１
９
８
８
年
に

は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
で
外
気

治
療
の
様
子
が
報
道
さ
れ

ま
し
た
。 

于
雷
師
は
１
９
８
８
年
、

日
本
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。

最
初
は
関
西
、
東
海
道
地
区

を
中
心
に
講
演
活
動
を
し
、

１
９
９
０
年
千
葉
県
市
川

市
に
于
雷
総
合
気
功
院
を

開
設
し
ま
し
た
。
そ
の
後
現

在
に
至
る
ま
で
、
気
功
伝
授
、
普
及
に
努
力
し
て

い
ま
す
。
現
在
、
中
国
中
医
学
院
気
功
科
と
共
に

国
際
気
功
師
認
定
活
動
を
行
い
、
今
ま
で
に
１
０

人
が
気
功
師
の
資
格
を
取
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

は
全
国
的
な
往
診
活
動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

気
功
師
の
経
歴
、
技
術
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介

し
、
国
内
外
の
皆
様
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
て
お
り
ま
す
。 

 【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】 

于
雷
先
生
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ア
ド
レ
ス
で
す
。

皆
様
の
パ
ソ
コ
ン
や
ケ
ー
タ
イ
電
話
に
登
録
し
て

い
た
だ
き
、
定
期
的
に
ご
訪
問
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

于
雷
気
功
大
師
の
外
気
実
演
動
画
掲
載
中
で
す
。 

【h
ttp

:/
/
yu

re
i-

k
ik

o
u

.c
o
m

】 

 

皆
様
が
ど
ん
な
こ
と
を
思
い
、
悩
ん
で
い
る
か

を
分
か
ち
合
う
場
に
な
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。 

期
間
誌｢

気｣

の
発
行
が
、
皆
様
と
一
緒
に
楽
し
み

に
、
よ
り
良
い
形
で
長
く
続
く
よ
う
に
皆
様
の
応

援
を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

一
人
一
部
以
上
の
購
入
を
お
願
い
し
ま
す
。 

応
援
価
格 

一
部 

二
〇
〇
円 

編
集
責
任
者 

 

于 

雷 

編
集
ス
タ
ッ
フ 

植
松 

惠
美 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

山
本 

教
子 

小
林 

達
志 

他 

連
絡
先 
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